
 

 

 

 
 

2022 年５月 13 日 

各 位 

会 社 名 株式会社ユビキタス AI コーポレーション 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  長 谷 川  聡 

（ コ ー ド 3 8 5 8、 東 証 ス タ ン ダ ー ド 市 場 ） 

問 合 せ 先  

役職・氏名 執 行 役 員 管 理 本 部 長  芦 谷 耕 司 

電 話 0 3 - 5 9 0 8 - 3 4 5 1 

 

 

特別損失及び法人税等調整額（損）の計上並びに 

連結業績予想の修正及び個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日）において、以下の特別損失及び法人

税等調整額（損）を計上する見込みとなりました。 

これに伴い、2021 年５月 14 日に公表いたしました連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

また、個別業績につきまして、前期実績値との間に差異が生じる見込みとなりましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の計上 

（１）本社移転損失 

当社は2022年２月４日開催の臨時取締役会において、来る2022年７月上旬を目途に、

オフィスの効率化及び社内コミュニケーションの更なる活発化を目的として、五反田

事業所を廃止し、新宿本社を移転することによるオフィスの集約を決議いたしまし

た。 

新宿本社の移転に伴い、本社移転損失 53,566千円を計上する見込みとなりました。 

 

（２）投資損失引当金繰入額 

当社が保有している関連会社株式の実質価値が低下したため、12,069千円を計上する

見込みとなりました。 

 

（３）固定資産除去損 

オフィス集約に伴う既存有形固定資産の除却損を含む 4,819千円を計上する見込みと

なりました。 

 

２．法人税等調整額の増加 

上記の特別損失の計上、並びに繰延税金資産の回収可能性について検討した結果、繰延税金資

産が当初見込み額を下回り、法人税等調整額（損）を、連結損益計算書に60,184千円、個別損益

計算書に29,174千円計上する見込みとなりました。 
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３． 2022 年３月期 通期 連結業績予想数値の修正(2021 年４月１日～2022 年３月 31日) 

                     

売 上 高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経 常 利 益 

（百万円） 

親会社株主に 

帰属する当期 

純利益 

（百万円） 

1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 2,196 80 80 57 5 円 45 銭 

今回修正（Ｂ） 2,058 79 90 △39 △3 円 80 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △137 △0 10 △96  

増 減 率 △6.3% △0.1% 12.5% -  

 

業績予想修正の理由 

損益面の理由 

親会社株主に帰属する当期純利益につきまして、上記の特別損失の計上、並びに繰延税金資産 

の回収可能性について検討した結果、繰延税金資産が当初見込み額を下回り、法人税等調整額 

が増加する見込みとなったこと等によるものであります。 

 

４． 2022 年３月期 通期 個別業績予想の差異(2021 年４月１日～2022 年３月 31 日) 

                     売 上 高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経 常 利 益 

（百万円） 

当期純利益 

（百万円） 

1 株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 

（2021 年３月期） 

1,527 △204 △141 △333 
△31 円 85 銭 

当期見込み（Ｂ） 

（2022 年３月期） 

1,669 △15 55 △31 
△3 円 3 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 142 189 197 302  

増 減 率 9.3% - - -  

 

差異の理由 

損益面の理由 

当期純利益につきまして、上記の特別損失の計上、並びに繰延税金資産の回収可能性について 

検討した結果、繰延税金資産が当初見込み額を下回り、法人税等調整額が増加する見込みとな 

ったこと等によるものであります。 

 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実

な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としており、実際の業績は、今後様々な要因に

よって大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


